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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

渡
り
ま
す

歩
い
て
ま
す 

」

元
気
な
命
が

７ ４
665

令和７年度 道路関係予算配分概要令和７年度 道路関係予算配分概要

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
国

費
４
，
８
７
４
億
円
［
対
前
年

度
比
０
・
96
］
）
及
び
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

対
策
事
業
と
し
て
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
（
国
費

２
６
０
億
円
［
対
前
年
度
比

１
・
61
］
）
が
あ
り
、
地
方
の

要
望
に
応
じ
て
道
路
整
備
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
事
業
別
概
要
】

《
直
轄
事
業
》

①
配
分
方
針

　

直
轄
事
業
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化

を
踏
ま
え
た
、
強
靱
で
信
頼
性

の
高
い
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
や
平
常
時
・
災

害
時
を
問
わ
な
い
安
全
・
円
滑

な
人
流
・
物
流
を
支
え
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進

す
る
た
め
、
大
き
な
ス
ト
ッ
ク

効
果
の
発
現
が
見
込
ま
れ
る
道

路
整
備
に
重
点
投
資
す
る
な

ど
、
計
画
的
な
事
業
実
施
に
必

要
な
額
を
配
分
す
る
。

　

ま
た
、
全
て
の
人
が
安
全
・

安
心
で
快
適
に
生
活
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
交
通
安

全
対
策
や
無
電
柱
化
の
推
進
な

ど
の
局
所
的
な
対
策
に
つ
い
て

も
計
画
的
な
事
業
実
施
に
必
要

な
額
を
配
分
す
る
。

　

道
路
の
維
持
修
繕
に
つ
い
て

は
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態

に
保
つ
た
め
、
巡
回
、
清
掃
、

除
草
、
除
雪
等
の
維
持
作
業

や
、
定
期
点
検
及
び
そ
の
結
果

に
基
づ
く
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等

の
計
画
的
な
修
繕
、
緊
急
輸
送

道
路
の
防
災
・
震
災
対
策
、
積

雪
寒
冷
地
域
等
に
お
け
る
雪
寒

対
策
等
を
実
施
す
る
。

②
配
分
状
況

　

表
１
を
参
照

《
補
助
事
業
》

①
配
分
方
針

　

補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
高

規
格
道
路
、
Ｉ
Ｃ
等
ア
ク
セ
ス

道
路
等
に
関
す
る
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
よ
り
道
路
盛
土

の
り
面
防
災
対
策
補
助
制
度
を

創
設
す
る
。

②
配
分
状
況

　

表
２
を
参
照

　

政
府
は
、
令
和
６
年
度
予
備

費
使
用
に
つ
い
て
、
３
月
18
日

に
閣
議
決
定
し
た
。

　

こ
の
う
ち
国
土
交
通
省
所
管

の
予
備
費
使
用
に
つ
い
て
は
、

○
令
和
６
年
12
月
以
降
の
大
雪

に
伴
う
国
及
び
地
方
公
共
団
体

が
施
行
す
る
道
路
の
除
雪
事
業

に
要
す
る
経
費

○
埼
玉
県
八
潮
市
で
の
道
路
陥

没
事
故
を
踏
ま
え
地
方
公
共
団

体
が
施
行
す
る
下
水
道
管
路
の

復
旧
に
向
け
た
改
築
及
び
調
査

・
緊
急
改
築
に
要
す
る
経
費

を
計
上
し
た
。

【
令
和
６
年
12
月
以
降
の
大
雪

に
伴
う
道
路
の
除
雪
】

○
道
路
除
雪
事
業

公
・
国
費
４
７
，
０
６
４
百
万

円
　

今
冬
は
、
年
末
年
始
や
２
月

上
旬
か
ら
の
大
雪
な
ど
に
よ

り
、
各
地
で
、
平
年
を
大
幅
に

上
回
る
積
雪
を
記
録
し
て
お

り
、
地
域
の
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
や
、
経
済
活
動
を
支
え
る

道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め

に
、
道
路
除
雪
を
実
施
。

※
予
備
費
の
ほ
か
に
、
当
初
予

算
を
活
用
し
た
追
加
配
分
も
あ

り
、
こ
れ
を
含
め
た
地
方
公
共

団
体
向
け
の
追
加
配
分
合
計
は

国
費
５
５
７
億
円
で
あ
る
。

【
埼
玉
県
八
潮
市
で
の
道
路
陥

没
事
故
を
踏
ま
え
た
対
応
】

①
緊
急
下
水
道
管
路
改
築
事
業

公
・
国
費
４
，
５
０
０
百
万
円

　

令
和
７
年
１
月
28
日
に
埼
玉

県
八
潮
市
で
発
生
し
た
道
路
陥

没
事
故
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
に

よ
る
下
水
道
管
路
の
早
期
復
旧

に
向
け
た
改
築
を
実
施
。

②
大
規
模
下
水
道
管
路
特
別
重

事業費　２兆３,１３７億円
配分総括表

表１　直轄事業配分状況（全国）

表２　補助事業配分状況（全国）

【
配
分
方
針
】

　

令
和
７
年
度
予
算
に
お
い
て

は
、
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
」
、
「
予
防
保
全
型
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
へ
の
本
格
転
換
」
、

「
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
拠
点
の
整
備
」
、

「
Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
脱
炭
素

社
会
の
実
現
」
、
「
道
路
シ
ス

テ
ム
の
Ｄ
Ｘ
」
、
「
道
路
空
間

の
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
の
創

出
」
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、

施
策
効
果
の
早
期
実
現
を
図

り
、
道
路
整
備
を
計
画
的
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
配
分
を
行
う
。

　

ま
た
、
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
」
に
基
づ
く
取
組
を

含
め
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算

と
あ
わ
せ
て
、
重
点
的
か
つ
集

中
的
に
対
策
を
講
じ
る
。

【
配
分
額
（
事
業
費
）
】

◇
直
轄
事
業

　

１
兆
４
，
５
７
８
億
円

◇
補
助
事
業

　

８
，
５
６
０
億
円

◇
合
計

　

２
兆
３
，
１
３
７
億
円

※
こ
の
他
に
、
直

轄
道
路
（
権
限
代

行
区
間
を
含
む
）

に
係
る
災
害
復
旧

事
業
費
（
国
費

85
億
円
）
、
調
査

費
、
諸
費
等
が
あ

る
。

　

ま
た
、
防
災
・

安
全
交
付
金
（
国

費
８
，
４
７
０
億

円
［
対
前
年
度
比

０
・
97
］
）
、
社

　

国
土
交
通
省
は
、
令
和
７
年
度
予
算
の
成
立
を
受
け
て
、
４
月
１
日
に
道
路
関
係
予
算
配
分
概

要
を
公
表
し
た
。

　

配
分
額
は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
２
兆
３
，
１
３
７
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
直
轄

事
業
１
兆
４
，
５
７
８
億
円
、
補
助
事
業
８
，
５
６
０
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度　

国
土
交
通
省
関
係
予
備
費
使
用
の
概
要

令
和
６
年
度　

国
土
交
通
省
関
係
予
備
費
使
用
の
概
要

予
備
費
使
用
額　

６
１
５
億
円

（単位：百万円）

区分
令和7年度配分額

国庫債務負担行為（ゼロ国債）

平準化等 事業加速円滑化

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

直轄事業 846,247 611,523 1,457,770 69,793 38,564 108,357 32,604 － 32,604 

補助事業 855,395 555 855,950 2,780 － 2,780 8,150 － 8,150 

合計 1,701,642 612,078 2,313,720 72,573 38,564 111,137 40,754 － 40,754 

注．事業費ベース。

※　上記の他に、直轄道路（権限代行区間を含む）に係る災害復旧事業費（国費85億円）、調査費、諸費等がある。

※　上記の他に、防災・安全交付金（国費8,470億円[対前年度比0.97]）、社会資本整備総合交付金（国費4,874億円[対前年度比0.96]）があり、地方の要望に応じて道路整備に充て

ることができる。

※　上記の他に、東日本大震災からの復旧・復興対策事業として、社会資本整備総合交付金（国費260億円［対前年度比1.61］）があり、地方の要望に応じて道路整備に充てる

　　ことができる。

（単位：億円）

配分額

改築等 10,051 

幹線道路ネットワーク整備 7,843 

局所的な対策等 2,208 

維持修繕 4,526 

計 14,578 

注１．事業費ベース。

注２．四捨五入の関係で、各計数の和が一致しない場合がある。

（単位：億円）

配分額

高規格道路、IC等アクセス道路その他 4,599 

道路メンテナンス事業補助 3,954 

道路盛土のり面防災対策事業補助 7 

計 8,560 

注．事業費ベース。

点
調
査
等
事
業

公
・
国
費
９
，
８
９
１
百
万
円

　

埼
玉
県
八
潮
市
に
お
け
る
道

路
陥
没
事
故
と
同
様
の
事
故
を

未
然
に
防
ぎ
、
国
民
の
安
心
・

安
全
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
全
国

で
、
大
口
径
か
つ
古
い
下
水
道

管
路
を
対
象
と
し
た
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
緊
急
改
築
を
実
施
。

※
公
は
公
共
事
業
関
係
費
。

【国費】 単位：百万円

配分額合計
道府県・政令市 市町村

北海道 11,499 8,570 2,929 

札幌市 745 260 484 

青森県 4,497 2,187 2,310 

岩手県 2,022 1,572 450 

宮城県 826 544 282 

仙台市 154 53 101 

秋田県 2,747 1,304 1,443 

山形県 3,975 1,759 2,215 

福島県 2,594 1,474 1,120 

栃木県 230 140 90 

群馬県 551 529 23 

長野県 2,214 1,939 274 

新潟県 9,967 4,697 5,270 

新潟市 873 98 775 

富山県 1,886 903 983 

石川県 2,310 1,274 1,036 

岐阜県 2,919 1,715 1,204 

福井県 2,275 1,338 937 

滋賀県 493 413 80 

京都府 837 513 324 

京都市 59 59 0 

兵庫県 1,049 671 377 

鳥取県 977 971 6 

島根県 579 367 212 

岡山県 489 379 110 

広島県 694 365 329 

山口県 65 65 0 

全国計 55,701 33,690 22,011 

※1　市町村の全国計には市町村指導監督事務費として国費8
百万円（国費率10/10）を計上している

※2　四捨五入の関係で、合計と合わない場合がある。

　

こ
の
冬
は
、
年
末
年
始
や
２

月
上
旬
か
ら
の
大
雪
な
ど
に
よ

り
、
各
地
で
、
平
年
を
大
幅
に

上
回
る
積
雪
を
記
録
し
て
い

る
。

　

地
方
公
共
団
体
の
道
路
除
雪

費
は
、
年
度
当
初
に
配
分
し
た

道
路
除
雪
費
を
上
回
る
執
行
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
財
政
的
な

追
加
支
援
の
必
要
性
が
生
じ
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
、
除
雪
費
の
更
な

る
追
加
支
援
に
向
け
て
、
２
月

21
日
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
対

し
、
年
度
末
ま
で
の
除
雪
費
用

の
執
行
見
込
み
な
ど
の
聞
き
取

り
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
約
５
５
７
億
円
を
配
分
す

る
。
こ
の
支
援
額
は
過
去
最
大

の
も
の
で
あ
る
。

【
配
分
額
】

◇
道
府
県
・
政
令
市
：
27
自
治

体
／
国
費
３
３
７
億
円

◇
市
町
村
：
３
１
０
自
治
体
／

国
費
２
２
０
億
円

◇
合
計
／
５
５
７
億
円

※
当
初
保
留
分
（
道
府
県
・
政

令
市
：
１
３
１
億
円
、
市
町
村

：
39
億
円
）
含
む

地方公共団体の地方公共団体の
道路除排雪に過去最大の支援道路除排雪に過去最大の支援

令和6年度　道路除雪費補助等　道府県別内訳表


